
別
表
第
一
（
第
二
条
第
一
号
関
係
）

経
験

年
数

月
額

1
8年
未
満

円
3
7
9¶
3
0
0

1
8年
以
上

1
9年
未
満

3
8
6¶
9
0
0

1
9年
以
上

2
0年
未
満

3
9
3¶
9
0
0

2
0年
以
上

2
1年
未
満

4
0
0¶
4
0
0

2
1年
以
上

2
2年
未
満

4
0
7¶
1
0
0

2
2年
以
上

2
3年
未
満

4
1
2¶
6
0
0

2
3年
以
上

2
4年
未
満

4
1
8¶
3
0
0

2
4年
以
上

2
5年
未
満

4
2
4¶
0
0
0

2
5年
以
上

2
6年
未
満

4
2
8¶
8
0
0

2
6年
以
上

2
7年
未
満

4
3
4¶
2
0
0

2
7年
以
上

2
8年
未
満

4
3
9¶
7
0
0

2
8年
以
上

2
9年
未
満

4
4
5¶
3
0
0

2
9年
以
上

3
0年
未
満

4
5
4¶
4
0
0

3
0年
以
上

3
1年
未
満

4
5
8¶
1
0
0

3
1 年
以
上

3
2年
未
満

4
6
3¶
7
0
0

3
2年
以
上

3
3年
未
満

4
7
0¶
5
0
0

3
3年
以
上

3
4年
未
満

4
7
7¶
5
0
0

3
4年
以
上

3
5年
未
満

4
8
3¶
8
0
0

3
5年
以
上

3
6年
未
満

4
8
9¶
0
0
0

3
6年
以
上

4
9
2¶
9
0
0

別
表
第
二
（
第
二
条
第
二
号
関
係
）

経
験

年
数

月
額

８
年
未
満

円
2
7
4¶
7
0
0

８
年
以
上

９
年
未
満

2
8
7¶
0
0
0

９
年
以
上

1
0年
未
満

2
9
7¶
0
0
0

平成™™年›月˜日 木曜日 (号外第�˜号)官 報

（
動
産
・
債
権
譲
渡
登
記
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条

動
産
・
債
権
譲
渡
登
記
規
則
（
平
成
十
年
法
務

省
令
第
三
十
九
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
副
記
録
）

第
四
条

登
記
官
は
、
動
産
譲
渡
登
記
フ
ァ
イ
ル
若
し

く
は
債
権
譲
渡
登
記
フ
ァ
イ
ル
又
は
登
記
事
項
概
要

フ
ァ
イ
ル
の
記
録
に
記
録
し
た
事
項
と
同
一
の
事
項

を
記
録
す
る
副
記
録
を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

登
記
官
は
、
動
産
譲
渡
登
記
フ
ァ
イ
ル
若
し
く
は

債
権
譲
渡
登
記
フ
ァ
イ
ル
又
は
登
記
事
項
概
要
フ
ァ

イ
ル
の
記
録
に
よ
っ
て
登
記
の
事
務
を
行
う
こ
と
が

で
き
な
い
と
き
は
、
前
項
の
副
記
録
に
よ
っ
て
こ
れ

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
副

記
録
に
記
録
し
た
事
項
は
、
動
産
譲
渡
登
記
フ
ァ
イ

ル
若
し
く
は
債
権
譲
渡
登
記
フ
ァ
イ
ル
又
は
登
記
事

項
概
要
フ
ァ
イ
ル
の
記
録
に
記
録
し
た
事
項
と
み
な

す
。

３

登
記
官
は
、
動
産
譲
渡
登
記
フ
ァ
イ
ル
若
し
く
は

債
権
譲
渡
登
記
フ
ァ
イ
ル
又
は
登
記
事
項
概
要
フ
ァ

イ
ル
の
記
録
に
よ
っ
て
登
記
の
事
務
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
前
項
の

規
定
に
よ
り
副
記
録
に
記
録
し
た
事
項
を
動
産
譲
渡

登
記
フ
ァ
イ
ル
若
し
く
は
債
権
譲
渡
登
記
フ
ァ
イ
ル

又
は
登
記
事
項
概
要
フ
ァ
イ
ル
の
記
録
に
記
録
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
投
資
法
人
登
記
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条

投
資
法
人
登
記
規
則
（
平
成
十
年
法
務
省
令
第

五
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中
「
第
六
十
八
条
」
の
下
に
「
、第
七
十
条
」

を
加
え
る
。

（
後
見
登
記
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
六
条

後
見
登
記
等
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
二
年
法

務
省
令
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
副
記
録
）

第
四
条

登
記
官
は
、
後
見
登
記
等
フ
ァ
イ
ル
等
に
記

録
し
た
事
項
と
同
一
の
事
項
を
記
録
す
る
副
記
録
を

備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

登
記
官
は
、
後
見
登
記
等
フ
ァ
イ
ル
等
の
記
録
に

よ
っ
て
登
記
の
事
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
き

は
、
前
項
の
副
記
録
に
よ
っ
て
こ
れ
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
副
記
録
に
記
録
し

た
事
項
は
、
後
見
登
記
等
フ
ァ
イ
ル
等
の
記
録
に
記

録
し
た
事
項
と
み
な
す
。

３

登
記
官
は
、
後
見
登
記
等
フ
ァ
イ
ル
等
の
記
録
に

よ
っ
て
登
記
の
事
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
副

記
録
に
記
録
し
た
事
項
を
後
見
登
記
等
フ
ァ
イ
ル
等

の
記
録
に
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た

だ
し
、
第
一
条
中
不
動
産
登
記
規
則
第
七
十
七
条
及
び

第
二
百
三
十
一
条
第
六
項
の
改
正
規
定
は
、
平
成
二
十

二
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
不
動
産
登
記
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
不
動
産
登
記
規
則

の
規
定
（
他
の
省
令
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）は
、
こ
の
附
則
に
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除

き
、
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
生
じ
た
事
項
に
も
適
用
す

る
。
た
だ
し
、
改
正
前
の
不
動
産
登
記
規
則
に
よ
り
生

じ
た
効
力
を
妨
げ
な
い
。

第
三
条

こ
の
省
令
の
施
行
前
に
さ
れ
た
登
記
の
申
請
又

は
不
動
産
登
記
規
則
第
十
六
条
第
一
項
の
申
出
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
船
舶
登
記
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条

船
舶
登
記
規
則
（
平
成
十
七
年
法
務
省
令
第
二

十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
九
条
中
「
、
第
百
九
十
九
条
」
を
削
り
、
同

条
の
表
第
二
百
五
条
第
二
項
の
項
中
「
第
三
項
（
」
の

下
に
「
こ
れ
ら
の
規
定
を
」
を
加
え
る
。

（
農
業
用
動
産
抵
当
登
記
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条

農
業
用
動
産
抵
当
登
記
規
則
（
平
成
十
七
年
法

務
省
令
第
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

四
十
条
中
「
、
第
百
九
十
九
条
」
を
削
り
、
同
条

の
表
第
二
百
五
条
第
二
項
の
項
中
「
第
三
項
（
」
の
下

に
「
こ
れ
ら
の
規
定
を
」
を
加
え
る
。

（
夫
婦
財
産
契
約
登
記
規
則
の
一
部
改
正
）

第
六
条

夫
婦
財
産
契
約
登
記
規
則
（
平
成
十
七
年
法
務

省
令
第
三
十
五
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
中
「
、
第
百
九
十
九
条
」
を
削
る
。

附
則
第
三
条
第
六
項
中
「
識
別
記
号
」
を
「
識
別
番

号
」
に
改
め
る
。

附
則
第
四
条
第
一
項
中
「
第
百
二
十
五
条
第
一
項
」

を
「
第
百
二
十
二
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
船
舶
登
記
規
則
及
び
農
業
用
動
産
抵
当
登
記
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
七
条

船
舶
登
記
規
則
及
び
農
業
用
動
産
抵
当
登
記
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
年
法
務
省
令

第
六
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
四
条
及
び
第
十
六
条
中
「
、第
百
九
十
九
条
」

を
削
る
。

〇
文
部
科
学
省
令
第
十
号

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
法
第
二
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
教
職
員
の
給
与
及
び
報
酬
等
に
要
す
る
経
費
の
国
庫

負
担
額
の
最
高
限
度
を
定
め
る
政
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
百
五
十
七
号
）
第
一
条
第
四
号
、
第
六
号
、
第
八
号
及
び

第
十
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
法
第
二
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
教
職
員
の
給
与
及
び
報
酬

等
に
要
す
る
経
費
の
国
庫
負
担
額
の
最
高
限
度
を
定
め
る
政
令
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定

め
る
。平

成
二
十
二
年
四
月
一
日

文
部
科
学
大
臣

川
端

達
夫

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
法
第
二
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
教
職
員
の
給
与
及
び
報
酬
等
に
要
す
る
経
費
の

国
庫
負
担
額
の
最
高
限
度
を
定
め
る
政
令
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
法
第
二
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
教
職
員
の
給
与
及
び
報
酬
等
に
要
す
る
経
費
の
国
庫

負
担
額
の
最
高
限
度
を
定
め
る
政
令
施
行
規
則
（
平
成
十
六
年
文
部
科
学
省
令
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

別
表
第
一
か
ら
別
表
第
十
二
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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